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11
月
臨
時
会
は
、
11
月
10
日
に
行
い
、
中
小
企
業
者
を
支

援
す
る
感
染
症
対
策
強
化
支
援
補
助
金
な
ど
の
一
般
会
計
補

正
予
算
を
含
む
２
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
に
開
会
し
、
３
回
目
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
事
業
費
な
ど
の
一

般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
５
つ
の
補
正
予
算
と
２
つ
の

条
例
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
再
任
と
令
和
３
年
８

月
か
ら
空
席
だ
っ
た
副
町
長
の
選
任
に
同
意
し
、「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
求
め
る
」
意
見
書
を
採
択
し
、

12
月
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

12 月定例会
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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
強
化
支
援
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
０
８
万
１
千
円

　

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
維
持
の
た
め
、
町
内
の
中
小

企
業
者
を
対
象
に
10
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
（
３
回
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
７
３
５
万
７
千
円

　

主
な
補
正
予
算

子
育
て
世
帯
へ

子
育
て
世
帯
へ  

1010
万
円
を
一
括
支
給

万
円
を
一
括
支
給

― 

11
月
臨
時
会 

―

― 

12
月
定
例
会 

―

▼
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
億
４
６
６
３
万
４
千
円

　

18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
へ
、
児
童
１
人
あ
た
り
10
万
円

を
現
金
で
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者

　

②
15
歳
か
ら
18
歳
到
達
の
年
度
末
（
高
校
生
）
の
児
童
の

　
　

主
た
る
生
計
維
持
者

　

③
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
の
児
童
手
当

　
　

受
給
者　

　

な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

▼
児
童
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
費　
　
　
　
　
　

１
４
０
万
３
千
円

　

お
も
ち
ゃ
な
ど
を
紫
外
線
で
除
菌
す
る
機
器
や
机
な
ど
を
購
入

し
ま
す
。

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
屋
上
防
水
工
事　
　
　
　
　

６
０
９
万
７
千
円

　

雨
漏
り
が
発
生
し
た
た
め
、
屋
上
の
防
水
処
理
を
行
い
ま
す
。

▼
道
路
・
河
川
維
持
工
事
請
負
費　
　
　
　
　
　

５
３
０
０
万
円

　
花
常
・
中
島
・
馬
島
地
区
の
側
溝
と
水
路
を
整
備
し
、
道
路
冠

水
の
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
情
報
通
信
機
器
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
７
３
万
５
千
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
す
。

　最後の「成人式」

　来年からは「二十歳のつどい」が開催されます
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繰
入
金
は
、
当
初
の
見
込
み

よ
り
大
幅
に
医
療
費
が
減
っ
た

た
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
か
ら
一
般
会
計
に
返
還
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

賛
成
す
る
。

◆
医
療
費
は
な
ぜ
増
え
た

　

補
正
後
の
金
額
と
令

和
２
年
度
決
算
額
を
比
較
す
る

と
、
療
養
給
付
費
、
高
額
医
療

費
と
も
に
増
加
し
た
理
由
は
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
受
診
控
え
で
医
療
費

全
体
が
抑
え
ら
れ
た
と
推
測
し

て
い
る
。

講
の
希
望
も
あ
り
、
各
種
講
座

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
す
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
活
用
も
考
え

て
い
き
た
い
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
う
な
る

　

３
回
目
の
接
種
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
12
歳
未
満
の
子
ど
も

の
接
種
に
対
す
る
考
え
は
。

　

個
別
接
種
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
、
集
団
接
種
は
モ
デ

ル
ナ
社
製
を
予
定
し
て
お
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
体

制
を
と
る
。

●
海
部
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

●
講
師　

名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
授　

福ふ
く
わ和　

伸の
ぶ
お夫　

氏

　

12
月
23
日
に

郡
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
研

修
会
に
議
員
全

員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

日
本
の
災
害

の
歴
史
や
、
社

会
構
造
か
ら
、

防
災
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
対

応
や
考
え
が
必

要
と
な
る
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
て
受
講
し
ま
し
た
。

・
日
本
は
歴
史
上
、
一
定
周
期
で
大
規
模

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

・
災
害
は
い
つ
か
必
ず
発
生
す
る
た
め
、

い
か
に
意
識
し
て
事
前
に
備
え
る
か
。

・
見
え
ざ
る
災
害
に
対
し
て
、
ど
こ
ま
で

意
識
や
費
用
、
手
間
を
費
や
せ
る
か
が
重

要
と
な
る
。

・
ま
ず
は
自
身

の
身
を
守
れ
る

よ
う
に
正
し
い

情
報
を
学
び
、

準
備
を
す
る
。

　

今
回
受
講
し
た
課

題
を
考
え
、
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

◆
い
つ
で
き
る
の
か

　

花
常
地
区
の
子
育
て

支
援
施
設
の
計
画
が
遅
れ
て
い

る
。い
つ
で
き
る
予
定
な
の
か
。

　

令
和
４
年
７
月
に
建

設
を
完
了
し
て
、
８
月
に
備
品

な
ど
を
整
備
す
る
。

　

そ
し
て
、
９
月
か
ら
開
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

◆
短
く
な
い
か  

申
請
期
限

　

感
染
症
対
策
強
化
支

援
補
助
金
の
申
請
期
限
が
、
令

和
４
年
２
月
10
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

　

期
限
が
短
く
は
な
い
か
。

　

申
請
期
間
は
、
令
和

３
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

２
月
10
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
お

り
、
今
年
度
中
に
振
り
込
み
を

完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
こ
の
期
間
と
し
た
。

◆
工
事
の
意
図
は

　

側
溝
・
水
路
の
工
事

を
花
常
・
中
島
・
馬
島
地
区
に

選
定
し
た
理
由
は
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
大
型
の

補
正
予
算
を
組
む
意
図
は
。

　

こ
の
地
区
は
、
他
の

地
区
に
比
べ
て
、
排
水
機
を
稼

働
し
て
も
道
路
冠
水
が
防
げ
な

か
っ
た
。

　

渇
水
期
に
工
事
を
完
了
す
る

た
め
、
補
正
予
算
を
組
ん
だ
。

◆
対
応
は
万
全
か

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
雨

漏
り
の
防
水
工
事
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

ど
こ
か
ら
漏
れ
て
い
る
か
判

断
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
調
査
と
対
応
で
大
丈

夫
か
。　

雨
天
時
な
ど
に
何
度

か
調
査
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ

か
ら
漏
れ
て
い
る
か
、
は
っ
き

り
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
最
も
可
能
性
の
高

い
屋
上
か
ら
修
繕
し
て
い
く
。

◆
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
の
か

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
公
民
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
し
て
、
ど
の
よ
う

な
運
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
受

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　　

太
陽
光
発
電
を
各
避
難
所
に
設
置
せ
よ

太
陽
光
発
電
を
各
避
難
所
に
設
置
せ
よ

　　　議　　　案　※議長は採決に加わりません 賛成 反対 議決
結果

令和３年度　一般会計補正予算（第４号） １１ ０ 可決

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書の提出について

１１ ０
修正

可決

町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

１１ ０ 可決

町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

１１ ０ 可決

令和３年度　一般会計補正予算（第５号） １１ ０ 可決

令和３年度　一般会計補正予算（第６号） １０ １ 可決

令和３年度　国民健康保険特別会計補正予算（第１号） １０ １ 可決

令和３年度　介護保険特別会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決

町道路線の認定について（長牧・中道８号線） １１ ０ 可決

令和３年度　一般会計補正予算（第７号） １１ ０ 可決

工事請負契約について（子育て支援施設新築工事） １１ ０ 可決

固定資産評価審査委員会委員の選任について（野間祐司氏） １０ １ 同意

副町長の選任について（横井良隆氏） ９ １ 同意

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書 １１ ０ 可決

11 月

臨時会

12
　
月
　
定
　
例
　
会

議
案
議
案
質質
疑疑

ダ
イ
ジ
ェ

ダ
イ
ジ
ェ
スス
トト

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
、
議
案
に
対
す
る
質
問
と

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
、
議
案
に
対
す
る
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
接
種
は
、接
種
量
・

配
分
量
が
大
人
と
違
う
た
め
、

医
療
機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

反
対
討
論　

吉
原
議
員

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
か

ら
、
一
般
会
計
に
繰
入
金
が
あ

る
た
め
、
反
対
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

る
受
診
控
え
に
よ
り
、
医
療
費

が
想
定
よ
り
低
く
な
っ
た
こ
と

は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、
繰
り
入
れ
す
る
剰

余
金
を
国
保
支
払
準
備
基
金
に

積
み
立
て
な
い
と
、
将
来
の
保

険
税
は
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
よ
っ
て
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

後
藤
田
議
員

　

土
木
費
で
は
道
路
冠
水
の
軽

減
を
図
る
た
め
の
工
事
費
、
衛

生
費
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

の
接
種
費
用
な
ど
、
適
切
に
計

上
さ
れ
て
い
る
。

「南海トラフ地震と防災・減災への対応」

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
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ずばり直言！ずばり直言！ 一 般 質 問 一 般 質 問
スマホから簡単に見られます！

大治町議会   YouTube

各議員の一般質問はＱＲコード
からアクセスできます。

一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般に

ついて質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

町
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
消
火
栓
の
ふ
た

が
、
ガ
タ
つ
い
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
自
動
車

が
通
過
す
る
た
び
に
大
き
な
音
を
た
て
、
近

隣
へ
の
騒
音
と
な
っ
て
い
る
。

　

消
火
栓
の
ふ
た
は
名
古
屋
市
上
下
水
道
局

の
管
轄
で
あ
る
が
、
町
で
予
算
措
置
を
伴
う

修
繕
工
事
な
ど
は
で
き
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　

消
火
栓
は
、
名
古
屋
市

上
下
水
道
局
が
管
轄
し
て
お

り
、
ふ
た
の
修
繕
も
同
局
が
行

な
っ
て
い
る
。

　

事
案
を
把
握
し
た
時
点
で
、

現
場
を
確
認
し
、
水
道
局
に
情

報
提
供
を
行
い
、
速
や
か
な
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
ゴ
ム
を
貼
る
な
ど

の
応
急
措
置
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
５
問
あ
り
ま
し
た
。

𠮷原経夫議員

応急措置を行っている

　　

町
道
に
あ
る
消
火
栓
の
ふ
た
の
修
繕
に
つ
い
て

町
道
に
あ
る
消
火
栓
の
ふ
た
の
修
繕
に
つ
い
て

　

防
災
無
線
で
12
時
と

18
時
に
チ
ャ
イ
ム
を
流

し
て
い
た
が
、
令
和
３

年
１
月
１
日
に
停
止
と

な
っ
た
。

　

こ
の
チ
ャ
イ
ム
を
時
計
の
代
わ
り
に
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
が
時
間
を
忘
れ
て
、
遅
く

ま
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
防
犯
対
策
と
し
て
球
技
場
に

時
計
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
も
あ
る

が
、
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

後藤田麻美子議員

　　

球
技
場
に
時
計
の
設
置
を

球
技
場
に
時
計
の
設
置
を

設置は考えていない

町
長　

今
の
と
こ
ろ
、
時
計
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
学
校
を
通

じ
て
帰
宅
時
間
に
注
意
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
。

　

各
家
庭
で
の
約
束
事
と
し

て
、
自
ら
の
判
断
で
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。　

そ
の
他
１
問
あ
り
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
、

防
災
対
応
型
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が

急
務
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
災
害
時

に
自
立
的
な
電
源
を
確
保
し
、
平
時
の
使
用

電
力
量
を
減
ら
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

過
去
の
一
般
質
問
で
は
、
電
力
の
多
様
化

は
必
要
で
あ
り
、
検
討
す
る
と
回
答
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
検
討
内
容
と
、
再
度
、
設
置

に
向
け
た
考
え
を
問
う
。

鈴木　満議員

導入を検討する

町
長
　
前
回
の
質
問
後
に
お
こ

な
っ
た
調
査
で
は
、
庁
舎
に
最

大
１
６
４
枚
の
パ
ネ
ル
の
設

置
が
可
能
だ
が
、
総
重
量
が

２
７
０
０
㎏
と
な
り
、
耐
荷
重

の
調
整
が
必
要
と
判
断
し
た
。

　

学
校
の
「
長
寿
命
化
改
良
」

の
国
庫
補
助
条
件
に
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
が
必
要
と
あ
る
の

で
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
も
検

討
す
る
。

　　

太
陽
光
発
電
を
各
避
難
所
に
設
置
せ
よ

太
陽
光
発
電
を
各
避
難
所
に
設
置
せ
よ

　

本
町
は
全
域
が
市
街

化
区
域
で
、
今
後
も
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
現
在
も
農
地
か
ら

住
宅
へ
の
開
発
が
数
多
く
進
行
中
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
７
月
よ
り
、
行
き
止
ま
り
道
路

な
ど
は
、
寄
附
採
納
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
た
。
今
回
の
変
更
は
都
市
計
画
上
ど

の
よ
う
な
指
針
や
考
え
に
基
づ
く
も
の
か
。

　

ま
た
、
土
地
価
格
や
開
発
需
要
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。

鈴木康友議員

都市計画に支障はない

　　

都
市
計
画
と
土
地
の
寄
附
採
納
に
つ
い
て
問
う

都
市
計
画
と
土
地
の
寄
附
採
納
に
つ
い
て
問
う

町
長　

通
り
抜
け
で
き
な
い
道

路
が
増
え
て
お
り
、
利
用
者
が

限
定
さ
れ
、
公
共
性
が
低
い
と

判
断
し
、
変
更
し
た
。
都
市
計

画
上
の
問
題
で
は
な
い
。

　

土
地
価
格
は
景
気
な
ど
他
の

要
因
も
あ
り
、判
断
で
き
な
い
。

し
か
し
、
現
状
の
申
請
数
に
変

化
が
な
い
た
め
、
開
発
需
要
に

影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
１
問
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

デ
ジ
タ
ル
社
会
が
進

む
中
、
使
い
こ
な
せ
な

い
高
齢
者
な
ど
の
「
デ

ジ
タ
ル
格
差
」
を
な
く

す
た
め
、
講
習
会
を
継

続
的
に
開
催
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
新
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
実
施
に
あ
た

り
、
手
続
き
申
請
に
対
し
て
不
安
を
抱
え
て

い
る
高
齢
者
は
少
な
く
な
い
。

　

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

手嶋いずみ議員

町
長　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
に
不
安
を
感
じ

る
高
齢
者
の
方
に
、
よ
り
多
く

の
習
得
の
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
住
民

課
に
て
申
し
込
み
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

に
関
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

サポートできる体制を検討する

　　

高
齢
者
に
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
支
援
を
求
め
る

高
齢
者
に
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
支
援
を
求
め
る

　任期は、令和３年

12 月 27 日から３年間

です。

野
の ま

間　祐
ゆ う じ

司  氏

固定資産評価審査委員（再任）

人事案件

（東條）

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書

　「いきがい就業」をしているセンターの会

員に対して、インボイス制度をそのまま適用

することは、地域社会に貢献しようと努力し

ている高齢者の「やる気」や「生きがい」を

削ぎ、地域社会の活力低下をもたらすものと

懸念される。センターにとって、新たな税負

担はまさに運営上の死活問題である。

　少額の収入しかない会員の手取額がさらに

減少することなく、シルバー人材センターの

安定的な事業運営が可能となる措置を国に要

望する。

副町長（新任）

　任期は、令和４年

１月１日から４年間

です。
横井　良隆  氏

（西條）
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▼
今
年
の
干
支
は
、「
壬
寅
（
み
ず
の

え
と
ら
）」。

　

冬
が
厳
し
い
ほ
ど
春
の
芽
吹
き
は

生
命
力
に
あ
ふ
れ
、
華
々
し
く
生
ま

れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
そ
う
だ
。

▼
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
も
落
ち
着
き
、
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
て

き
た
矢
先
、
新
た
な
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
流
行
し

て
き
た
。

　

日
々
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
く
が
、
本
町
で
は
個
別
接
種

を
基
本
に
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
▼
議
会
だ
よ
り
（
１
３
７
号
）
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
能
面
師
の
保
田
紹じ

ょ
う
う
ん
雲
さ
ん

の
最
後
の
展
覧
会
を
訪
問
し
た
。

　
「
般は

ん
に
ゃ若
」
や
「
敦あ
つ
も
り盛
」
と
い
っ

た
面
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
ひ
の
き
の
板

に
さ
ま
ざ
ま
な
命
を
吹
き
込
ん

だ
保
田
さ
ん
。
楽
し
そ
う
に「
面
」

の
解
説
を
す
る
表
情
に
、
虎
の
ご

と
き
生
命
力
を
感
じ
た
。

暫
時
休
憩

３月定例会  日程（案）　

３月　２日  （水）開会　上程・提案説明

　　　７日  （月）一般質問

　　　８日  （火）質疑など

　　１０日  （木） 総務建設常任委員会

　　　　　　　　　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　１１日  （金） 文教厚生常任委員会

　　　　　　　　　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　２３日  （水） 予算決算常任委員会

　　　　　　　　採決など　閉会

※開会は午前 10 時です。

   日程は変更となる場合があります。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

　
令
和
３
年
度
の
卓
越
し
た
技

能
者
（
現
代
の
名
工
）
の
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
で
は
、
愛
知
県

か
ら
15
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
お
一
人
が
杉
浦
正ま

さ
よ
し悦

さ
ん(
堀
之
内
在
住
・
71
歳)

で
す
。

―
―
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
の
お
気
持
ち
は
。

　

私
の
技
術
が
評
価
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
は
光
栄
で
あ
り
、

率
直
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
だ
仕
事
が
大
好
き
で
、
真

面
目
に
自
分
を
信
じ
て
、
ひ
た

す
ら
取
り
組
ん
で
き
た
だ
け
の

こ
と
で
、
驚
い
て
い
ま
す
。

―
―
仕
事
の
内
容
は
。

　

主
に
家
の
屋
根
作
り
が
中
心

で
す
。屋
根
の
広
さ
を
計
算
し
、

銅
板
を
切
っ
た
り
、
た
た
い
た

り
、
曲
げ
た
り
し
て
、
数
百
枚

の
銅
板
を1

枚1

枚
つ
な
い

で
い
く
作
業
で
す
。

　

一
寸
の
狂
い
も
許
さ
れ
ず
、

美
し
く
取
り
付
け
る
技
術
が
必

要
で
す
。
銅
板
で
雨
ど
い
や
装

飾
品
な
ど
を
作
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

―
―
受
賞
の
喜
び
を
一
番
に
伝

え
た
か
っ
た
方
は
。

　

今
は
亡
き
祖
父
や
父
で
す
。

　

私
の
家
は
、
１
０
０
年
以
上

続
き
、
私
で
３
代
目
の
杉
浦
板

金
で
す
。
父
を
見
て
、
幼
い
頃

か
ら
こ
の
仕
事
が
お
も
し
ろ
く

て
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
後
継

の
道
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
東
京
へ
修
行

に
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

自
分
に
基
礎
を
た
た
き
込
ん
で

く
れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
棟
梁

に
も
報
告
し
た
い
で
す
。

　

厳
し
く
、
辛
か
っ
た
こ
と
も

多
か
っ
た
で
す
が
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
他
界
し
ま
し
た

が
、
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
心
に
残
っ
て
い
る
仕

事
は
あ
り
ま
す
か
。

　

徳
川
美
術
館
の
心し

ん
く
う
あ
ん

空
庵

（
有
形
文
化
財
）
の
屋
根

に
あ
る
、
竹
の
形
を
し
た
装
飾

の
復
元
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
で

す
。

　

竹
の
節
の
膨
ら
み
を
銅
板
で

作
る
の
に
、
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。
先
人
の
技
術
を
見
て
頭
を

悩
ま
せ
ま
し
た
。

　

１
カ
月
、
２
カ
月
と
工
場
に

こ
も
り
、
試
行
錯
誤
の
末
、
や

り
方
を
発
見
し
、
復
元
で
き
た

と
き
は
感
動
し
ま
し
た
。

―
―
伝
統
文
化
の
継
承
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　

26
年
前
か
ら
、
職
業
訓
練
校

（
板
金
技
能
専
門
）
で
月
に
２

日
ほ
ど
、
夜
間
授
業
の
講
師
と

し
て
指
導
し
て
お
り
、
技
能
検

定
委
員
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
教
え
子
13
名
が
国
家

資
格
の
合
格
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
生
徒
と
出
会

い
、
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し

て
く
れ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
最
後
に
一
言
。

　

現
在
は
洋
風
な
家
が
好
ま

れ
、
銅
板
の
需
要
が
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

先
人
の
残
し
た
遺
産
と
も
い

え
る
技
術
を
な
く
さ
ぬ
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
若
い
後
継
者
の
育

成
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
生
徒
た
ち
に
誇
り

と
夢
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

数
々
の
銅
板
で
の
作
品
に
触

れ
、
改
め
て
日
本
の
伝
統
技
術

に
感
銘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
杉
浦
さ
ん
の
妥
協
を

許
さ
な
い
職
人
の
心
意
気
を
感

じ
ま
し
た
。

　

お
体
を
大
切
に
、
末
永
く
技

術
を
継
承
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

№６６

まちかどまちかど

インタビューインタビュー

～
主
な
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

 
議
会
活
動
報
告

海
部
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会　
　
　
　

12
月
23
日

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
調
査　
　
　
　

12
月
６
日

　

議
会
の
閉
会
中
も
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
地
方
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
の
案
が
示
さ
れ
、
９
月
議
会
で
検
討
し
、
調
査
の
結

果
、
11
月
臨
時
会
で
町
の
実
情
に
合
わ
せ
て
意
見
書
案
文
を

修
正
し
、
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
は
、
中

小
事
業
者
に
対
し
て
影
響
が
大
き
い
の
で
、
12
月
議
会

の
閉
会
後
に
意
見
書
を
提
出
す
る
た
め
の
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会
の
調
査　
　
　
　
　

10
月
11
日

普
通
救
命
講
習　
　
　
　
　
　
　

10
月
19
日
・
21
日

　

海
部
東
部
消
防
組
合
職

員
の
指
導
に
よ
り
、
平
成

30
年
８
月
に
続
き
、
再
受

講
し
ま
し
た
。

※
２
～
３
年
ご
と
に
再
受

講
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
該
当
場
所
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
保
健
セ
ン
タ
ー
屋
上
防
水
工
事

  

・
道
路
・
河
川
維
持
工
事

10月12月　

詳
し
く
は
２
ペ
ー
ジ
参
照

復元した竹の装飾


